
旭区の花    花言葉／やさしい心

アヤメ科アヤメ属の一種で、日本に自生する

ハナショウブから改良されたものです。

葉は細長く剣状で、初夏のころ大型の赤紫・濃紫・淡紫・白色など美しい花を付けます。

大阪城京橋口（のち高麗橋）を起点～京へ通じる

古くからの主要な道路。

豊臣秀吉が文禄年間（1592～1596）に淀川左岸の

堤防を改修し、堤防上に陸路を開いたのが経路。

江戸時代には、 参勤交代の大名行列なども往来。
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昭和39年開園、毎年6月ごろに250種、13,000株の

ハナショウブが咲き、秋には「菊花展」が開催さ

れ美しい懸崖菊を見ることができます。
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街道関連記事は『東成郡誌』清水村より街道をみる。

にまとめました。

京街道・中高野街道・野崎街道・剣街道   

『東成郡誌』より

杉山街道は、もとの古市村大字森小路字

蒲生で京街道から分岐していた道路幅

１間半（2.7m）の街道。南に行くと大阪城

近くの杉山の東方を通ることから、この

名前がつけられた。「旭区史」より

延宝4年（1676）ごろ、個人経営の渡し船

として発足。昭和23年4月から大阪市の

直営となり、周辺部の都市化で利用者が

急増したが、豊里大橋の開通にともない

昭和45年3月3日に渡船場は姿を消す。

石碑の「平太」は渡船業者名であり、一般

的には地名である「平田」と呼ばれてい

る。
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